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＜概要＞ 

員 数 １枚 

法 量 縦 17.5cm×横(上端)107.5cm×厚さ 1.1cm 

時 代 鎌倉時代（正 中
しょうちゅう

２(1325)年） 

 

普
ふ

門
もん

寺
じ

は、愛知県と静岡県の県境に近接した、豊橋市内の船形
ふながた

山中に所在する山寺であ

る
 

。平安時代後期から鎌倉時代に最盛期を迎え、当時制作された仏像など多くの文化財を

有する。本木札の内容は、船形山の旧境内域だけでなく、山麓の広域な支配地域について、

その範囲を示したものである。 

本木札は、仁
にん

治
じ

３（1242）年に作成された「普門寺四至(※1)注文(※2)」を、正中２（1325）

年に書き写し、追記を行ったものである。さらに本木札から、応安
おうあん

元（1368）年に紙へ書

き写されている。仁
にん

治
じ

３年の原本は現在失われ、 正 中
しょうちゅう

２年の本木札も下部が欠損してい

るが、応安
おうあん

元年の写しによって全文を復元することができる。普門寺本堂の宮殿
くうでん

（本尊の

厨子
ず し

、1693 年造立）の板壁材として利用されていたもので、1998 年に発見された。 
 
四至(※1)  古代・中世における所領・土地の東西南北の境界を指して呼んだ呼称。 
注文(※2)  古文書の形式の一つ。「一、…」のように事項列挙の形をとる。本木札「四至注文」で

は、四方の境界の目印等が列挙されている。下の画像では、おおむね左側１／３部分が相

当する。右側１／３から中央にかけての部分と、左端２行は、正中２年の追記。 
 

 
 

普門寺四至注文写木札（残存部全体） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 

普門寺四至注文写木札（残存部全体） 

 

 

 

 

普門寺四至注文写（応安元年） 
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